
＊お問い合わせ等は、上記公民館までお願いいたします＊

公民館では、町民のみなさんの生涯学習を応援します！

いつもの日常にちょっと変化をつけるだけで新しいことがたくさん見えてきます！

公民館講座の参加、リクエスト講座などを利用して日々の生活を有意義なものにしてみませんか？

外 ヶ 浜 町 中 央 公 民 館 ℡（22）3175 平 舘 教 育 事 務 所 ℡（25）2141

蟹 田 公 民 館 三 厩 公 民 館 ℡（37）2641

２月２１日、外ヶ浜町中央公民館にて、ドリーム
２１の会主催の‘１６ふれあい芸能発表会が開催さ
れました。
今回は飛び入り参加を含む出演者１２組による

全３５演目が披露され、舞踊や遊戯などのお馴染み
の演目や、ドリーム２１の会による２年ぶりのコン
トなど、様々な演目で来場された方々を大いに喜ば
せていました。
特に、「風のまちこども園」として初参加となった

園児たちの演目では、その愛らしい姿に会場中がほ
っこり☆「めごいじゃ～」という歓声が飛び交う、
暖かい雰囲気に包まれていました。
また、親団体である風太鼓保存会の解散により、

最後の芸能発表会出演となった風太鼓ジュニア。２
年ぶりのステージでしたが、少ないながらも児童に
よる力強い太鼓の響きは健在でした。
寒い中会場に足を運んで下さった来場者の皆さ

ん、ありがとうございました。来年の芸能発表会も、
お楽しみに～！

風太鼓ジュニアの事実上のラ

ストステージ。これまで何度も

芸能発表会のオープニングを

飾ってくれた風太鼓の響きが

聴けなくなるのは寂しいです。

２月２８日、外ヶ浜町中央公民館にて、第１１回
外ヶ浜町生涯学習推進大会が開催され、公民館事業
として、恒例の健康木馬の贈呈式と、みのり精励賞
の授与式が行なわれました。
健康木馬の対象となった１９名の１歳児のうち、

当日は８名が出席。親御さんと共に登壇し、木馬を
渡されるとすぐにまたがり、木馬を揺らしていまし
た。中には嫌がって泣く子もいましたが、慣れたら
いっぱい乗って楽しんでもらいたいですね♪
みのり精励賞の対象者は４３名。そのうち、受賞

回数が１０回に達した方に授与される「特別精励
賞」が、２年ぶりに授与されることとなり、対象者
２名が代表として登壇。外ヶ浜町教育委員会・村田
教育長から、長年にわたるみのり講座での学習姿勢
を労われつつ、特別精励賞を授与されました。
健康木馬及びみのり精励賞の受賞者の皆さん、お

めでとうございました。

健康木馬贈呈式の様子。木々クラブの方々から木馬を渡され、早速ま

たがる子どもたち。８名それぞれが異なるリアクションを見せていた

のがかわいらしかったです☆贈呈式終了後は控室に移動し、１組ずつ

親子で記念撮影。写真は後日額に入れて、プレゼントしました。

みのり精励賞授与式の様子。受賞者全員の名前が読み上げられた後、

代表者である特別精励賞の木野田弘孜さん、野藤絹江さんが登壇。精

励賞を１０回受賞するとなると、述べ１０年かかりますが、全文手書

き・額入りの豪華な賞状が、その重ねた年月の重みを感じさせます。

大いに盛り上がった、風のまち

こども園園児による『R・Y・U・

S・ E・ I』。三代目 J SOUL

BROTHERS のダンスを再現した

遊戯に熱狂しました♪

主催団体ドリーム２１の会による演目。午前の部では往年のドリフ

ターズのコントを下敷きに、メンバーでアイデアを盛り込んだ「学校

コント」を披露。午後の部では大トリとして、紅白歌合戦テイストの

ものまね歌謡ショーを披露。昨年を以て「紅白引退」となった森進一

に敬意を表し（？）、白組はほぼ森進一のステージでした（笑）
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・ふれあい講座

英会話教室

日本の伝統に親しむ

ものづくり教室 など

・みのり講座

・ふれあい講座

平舘陶芸教室

パッチワーク教室

・みのり講座

・ふれあい講座

陶芸教室

ものづくり教室 など

・みのり講座
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※ リ ク エ ス ト 講 座 は 随 時 受 付 し て お り ま す 。 ５ 人 以 上 の グ ル ー プ で お 申 し 込 み で き ま す 。

詳 し い 内 容 に つ い て は 、 各 地 区 の 窓 口 に お 問 い 合 わ せ 下 さ い 。

平成２７年度公民館読書活動推進事業として、ふれあい講座で『本の読み聞かせをやってみよう』を、実施
しました。この事業は、「子どもによる子どもへの読み聞かせ」をテーマに、町内で読み聞かせボランティア
の活動をしている『おはなし☆し隊 ぽっかぽか』のみなさんを講師に招き、普段本の読み聞かせを「しても
らう側」の小学生たちに、「する側」を体験してもらおうというものです。
講義と練習、そして練習成果の発表と、計３回にわたって実施しましたが、参加した小学生たちは緊張しな

がらも楽しそうに本の読み聞かせを体験していました☆

１１月７日、２１日の２回、読み聞かせのノウ

ハウを教わり、自宅から持ち寄った本や、中央公

民館の図書コーナーから選んだ本を手に取り、

読み聞かせの練習に励む子どもたち。

また、発表に向けて本を読むのにかかる時間

を計ったり、本を読む順番などのスケジュール

を作る作業も体験。ぽっかぽかの先生たちが普

段読み聞かせの活動をする上でどんな準備をし

ているのかを、知ることができました。

練習成果を発表する場として最初に訪れ

たのは、蟹田地区の風のまちこども園。園児

たちの前でいよいよ読み聞かせをするにあ

たり、緊張気味の子どもたち。弟や妹がいる

ということで余計に緊張していた子もいま

したが、発表は練習以上に声も大きく、園児

たちも大喜び。

手応えを掴んでか、次の会場に向かう時に

は晴れやかな笑顔を浮かべていました。

次に訪れたのは、平舘地区のはまなす

保育所。ここでは長編の本を中心に発表

しました。話し方が上手だったので、長

い話にも関わらず、園児たちも聞き入っ

ていました。

４人で声を揃えての読み聞かせもあ

りましたが、これは子どもたちのアイデ

ア。元気も倍増し、迫力ある発表で、こ

ちらも園児たちは大喜びでした。




